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相原駅東口整備計画進んでいます 
 

大戸踏切立体化に伴い現在、相原駅東口か

ら都道、町田街道に繋がる道路等の整備事業

が進められています。すでに大戸踏切付近で

夜間の水道工事なども行われています。 

今回、広く相原町の皆様にお知らせするこ

とを目的とし、東西連絡路の整備について

も、町田市都市づくり部 地区街づくり課か

ら寄稿頂きました。 

 

町田市都市づくり部 地区街づくり課 担当係長 井上 基樹 
相原駅周辺は、「町田市

都市計画マスタープラン」

において、市民の日常生活

を支える生活中心地に位置

付けられており、2006年

から地域の皆さまとともに

検討を進めてまいりまし

た。 

これまでの相原駅周辺の

まちづくりは、2010年に

提言書「相原駅周辺街づく

りに向けて」や 2013年に

「相原駅周辺の街づくり方

針」等が取りまとめられて

きました。 

2013年度からは、相原

駅東西それぞれの諸課題へ

の対応を図るため、西口と

東口のそれぞれに「まちづ

くり検討会」を設置し、地

区別のまちづくりの検討を

進めてまいりました。 

 相原駅東口地区は、町田

街道（大戸踏切）の立体交

差事業により、駅東口にア

クセスするための道路環境

が大きく変わります。道路環境の変化によっ

て、より快適な道路ネットワークの形成を行

う必要があるため、「相原駅東口まちづくり

検討会」において、駅東口へのアクセス路整

備を契機としたまちづくり検討が行われまし

た。 
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町田市は、まちづくり検

討会からの意見等を踏ま

え、2020年 3月に「町田市

相原駅東口地区まちづくり

構想」（以下、「まちづく

り構想」とする。）を策定

しました。 

まちづくり構想の対象地

区は、JR横浜線相原駅東口

に位置する約 6.2haの区域

です。まちづくり構想の目

標は、「基盤整備にあわせ

た土地利用促進による生活

に便利で賑わいのあるまち

づくり」としており、まち

づくりの方向性として、

「相原駅東口地区としての

拠点と賑わいを形成」、

「交通ネットワークの形

成」、「良好な居住環境の

形成」という３つを掲げて

います。整備の方針につい

ては、まちづくりの目標と

方向性を踏まえて、相原駅

東口地区を３つのゾーンと

７つのエリアに分けて定め

ました。 

 今後は、まちづくり構想

で示した目標の実現を図る

ため、「地区計画」の決定

や「用途地域等」の変更を

行います。地区計画とは、

地区の特性に応じて、まち

づくりの目標や方針を設定

し、道路や公園等の地区施設を配置するとと

もに、建築物等の使い方のルールを定めるも

のです。また、用途地域等とは、地区計画に

基づき建築できる建物の種類や用途のルール

等を定めるものです。これらのルールを定め

ることにより、まちづくりを推進いたしま

す。 

なお、JR横浜線の地下を通る東西連絡路の

整備につきましては、皆さまから強い要望を

いただいていることは承知しており、相原駅

周辺まちづくりの中で引き続き地元の皆さま

とともに検討してまいります。 

 今後も引き続き、皆さまの日常生活を支え

るまちづくりを進めてまいりますので、ご理

解とご協力をお願い申し上げます。 
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